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「証券」に特化した
独自のグループ総合力をお客さまへ。

History
1920（大正9年） 1950（昭和25年） 1980（昭和55年） 1990（平成2年） 2000（平成12年） 2010（平成22年） 2020（令和2年）

Top Message

金融のプロフェッショナル集団として。

岡三証券グループは1923年の創業以来、資産運用に関わるサービスをご提供し、

その付加価値向上に努めてまいりました。業界環境の変化がますます加速する中において、

次の100年も持続的な成長を実現するための経営基盤を確立すべく、当社グループの

存在意義を「金融のプロフェッショナルとしてお客さまの人生に貢献する」ことであると定義し、

あらゆるステークホルダーから選ばれ続けられるよう不断の改革を進めています。

お客さまの人生に寄り添い、お客さまの資産を将来、さらには次世代へと「つなぐ」使命を

果たすとともに、当社グループが有する各種リソースなどを通じて、アライアンス先を含む

ビジネスパートナーとお客さまを「つなげる」役割を担い、多様なステークホルダーの

みなさまとより深い絆で「つながる」証券グループを目指してまいります。

今後も改革を推し進め、企業価値を向上させてまいりますので、なお一層のご支援、

ご愛顧を賜りますよう、お願い申しあげます。

取締役社長 新芝 宏之

2003年10月／持株会社となり、
岡三ホールディングス（株）へ社名変更
2003年10月／持株会社となり、
岡三ホールディングス（株）へ社名変更

2006年1月／
岡三オンライン証券（株）を設立
2006年1月／
岡三オンライン証券（株）を設立

2008年4月／日本投信委託（株）と
岡三投資顧問（株）が合併し、
岡三アセットマネジメント（株）へ社名変更

2008年4月／日本投信委託（株）と
岡三投資顧問（株）が合併し、
岡三アセットマネジメント（株）へ社名変更

2011年1月／室町本社を開設し、本社機能を移転2011年1月／室町本社を開設し、本社機能を移転

2012年7月／丸福証券（株）が新和証券（株）を子会社化、翌年合併2012年7月／丸福証券（株）が新和証券（株）を子会社化、翌年合併

2008年10月／（株）岡三証券グループへ社名変更2008年10月／（株）岡三証券グループへ社名変更

2010年4月／六二証券（株）と大石証券（株）が
合併し、三縁証券（株）へ社名変更
2010年4月／六二証券（株）と大石証券（株）が
合併し、三縁証券（株）へ社名変更

2015年3月／（株）証券ジャパンおよび丸國証券（株）と
業務資本提携、同年持分法適用関連会社化
2015年3月／（株）証券ジャパンおよび丸國証券（株）と
業務資本提携、同年持分法適用関連会社化

2018年9月／岡三キャピタルパートナーズ（株）を設立2018年9月／岡三キャピタルパートナーズ（株）を設立

2022年1月／岡三証券（株）と
岡三オンライン証券（株）が経営統合
2022年1月／岡三証券（株）と
岡三オンライン証券（株）が経営統合
2022年11月／岡三アセットマネジメント（株）
（現・ＳＢＩ岡三アセットマネジメント（株））を
持分法適用関連会社化

2022年11月／岡三アセットマネジメント（株）
（現・ＳＢＩ岡三アセットマネジメント（株））を
持分法適用関連会社化

2024年6月／登記上の本店所在地を
東京都中央区日本橋室町に変更
2024年6月／登記上の本店所在地を
東京都中央区日本橋室町に変更

2021年3月／（株）証券ジャパンを子会社化2021年3月／（株）証券ジャパンを子会社化

2014年4月／丸福証券（株）が岡三にいがた証券（株）へ社名変更2014年4月／丸福証券（株）が岡三にいがた証券（株）へ社名変更
1923年4月／三重県津市に岡三商店を創業1923年4月／三重県津市に岡三商店を創業

1944年8月／岡三証券（株）を設立1944年8月／岡三証券（株）を設立

1949年11月／本店を大阪に移転1949年11月／本店を大阪に移転

1973年6月／東京・大阪両証券取引所に上場1973年6月／東京・大阪両証券取引所に上場

1996年3月／
岡三ビジネス
サービス（株）を設立

1996年3月／
岡三ビジネス
サービス（株）を設立

1980年7月／（株）岡三インフォメーションサービス
（現・岡三情報システム（株））を設立
1980年7月／（株）岡三インフォメーションサービス
（現・岡三情報システム（株））を設立

1976年12月／岡三国際（亜洲）有限公司を設立1976年12月／岡三国際（亜洲）有限公司を設立

1984年9月／岡三投資顧問（株）
（現・ＳＢＩ岡三アセットマネジメント（株））を設立
1984年9月／岡三投資顧問（株）
（現・ＳＢＩ岡三アセットマネジメント（株））を設立

1954年4月／岡三興業（株）を設立1954年4月／岡三興業（株）を設立

1964年10月／日本投信委託（株）を設立1964年10月／日本投信委託（株）を設立

1965年10月／本店を東京・日本橋に移転1965年10月／本店を東京・日本橋に移転
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Group Synergy
証券ビジネスから広がった専門集団だからこそ、
発揮できるグループシナジーがあります。

数字で見る 岡三証券グループ

岡三証券グループは、当社、国内9社、海外1社のグループ会社により構成され、

お客さまのニーズに即した金融商品、サービス、ソリューションを提供しています。

岡三証券グループは、これらグループ各社が専門性の高い戦略を展開するとともに、

相互の連携によりグループシナジーを最大限に発揮し、お客さまの資産形成に貢献。

“専業”証券会社である岡三証券に始まり、時代のニーズに応えるために拡大した

金融グループならではの総合力をお届けいたします。

持株会社
Holding company

株式会社岡三証券グループ

三縁証券株式会社

株式会社証券ジャパン

岡三国際（亜洲）有限公司

預り資産

当社グループの証券会社の預り資産は約8兆4千億円（2024年3月末
現在）。信頼と責任の証として、預り資産残高の拡大に努めています。

口座数

当社グループの証券会社の顧客口座数は約104万口座（2024年3月
末現在）。多くのお客さまからご愛顧いただいています。

グループ証券会社の拠点数は116拠点（2024年3月末現在）。国内
外の拠点網を活かし、きめ細かなサービスのご提供および独自の投資
情報発信を行っています。

アライアンス体制

当社グループの証券ビジネスネットワークは、友好証券その他同業取引
先、IFAなど国内104社、海外提携先8社の計112社（2024年3月末
現在）に及び、当社グループならではの独自性と多様性を支えています。

国内外の連結子会社を傘下とするグループ経営を展開。
総合的な資産運用関連サービスの提供を通じて継続的な企業価値の
向上を目指します。

8.4兆円 104万口座
拠点数

(海外拠点含む)
116拠点 112社

岡三証券株式会社

岡三キャピタルパートナーズ株式会社

岡三情報システム株式会社

岡三ビジネスサービス株式会社

岡三興業株式会社

岡三にいがた証券株式会社

三晃証券株式会社

グループ中核企業の岡三証券
をはじめとする各証券会社にお
いて、総合的な資産運用サービ
スを提供しています。対面コンサ
ルティング型のサービスを主軸
としつつ、オンラインチャネルの
サービスも充実しています。

ベンチャー企業への投資を通じ、企業育成に貢献して
まいります。

グループ会社向けを中心に、システムインフラの構築・
運用や、バックオフィス業務などのサービスを提供して
います。

Consolidated subsidiaries 連結子会社

Equity method affiliates 持分法適用関連会社

SBI岡三アセットマネジメント株式会社 丸國証券株式会社
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（2024.07）

Corporate Governance

Sustainability

Group Profile

当社は、社会に信頼される企業であり続ける

ため、コーポレートガバナンスを経営上の重要

課題の一つとして位置付け、株主の権利・

平等性の確保、適確かつ迅速な意思決定

ならびに業務執行の体制および適正な監督・

監視体制の構築を図ることにより、株主に

対する受託者責任・説明責任を果たすとともに、

ステークホルダーとの良好な関係を構築して

まいります。

なお、当社のコーポレートガバナンスに対する

基本的な考え方および方針に関する「コーポ

レートガバナンス基 本 方 針」を制定し、

当社Webサイト（https://www.okasan.jp）に

おいて公表しています。

岡三証券グループでは、あらゆるステークホルダーから信頼される企業グループを目指し、持続可能な発展の

実現に向けて事業を通じた社会的責任活動に取り組んでおります。

岡三証券グループでは、創業90周年事業の一環として、2013年
9月、創業の地である三重県津市に、世界最高水準の映像表現力
を誇る「岡三デジタルドームシアター 神楽洞夢（かぐらどうむ）」を
設置しました。津市内の小学生向けにプラネタリウムの学習上映を
無料で実施しており、科学教育のお役に立てるよう取り組んでいます。

デジタルドームシアターでの
小学生向け学習上映の実施

サステナブルボンドの取り扱い

若年層からの金融リテラシーの向上を目
的として、大学における金融講義（出張
授業）やオープンカレッジ（20歳以下を
対象とした投資運用セミナー）など、一人
ひとりのニーズに応じた資産形成に向
けて投資教育の推進を支援しています。

岡三証券では、世界のさまざまな社会
的課題に対応するプロジェクトや活動
への支援を目的とした資金調達手段の
ひとつである「社会貢献債」の販売を
行っています。

金融経済教育の推進

本社

会社概要（2024年6月末現在）

会社名 株式会社岡三証券グループ

英文社名 OKASAN SECURITIES GROUP INC.

住所 本社
〒103-0022　東京都中央区日本橋室町二丁目2番1号
室町東三井ビルディング

兜町オフィス
〒103-0026　東京都中央区日本橋兜町1-4
日本橋兜町M-SQUARE

電話 03-3272-2222（代表）

創業 1923年（大正12年）4月4日

設立 1944年（昭和19年）8月25日

事業内容 持株会社

上場取引所 東京証券取引所（プライム市場）、名古屋証券取引所（プレミア市場）（コード：8609）

資本金 185億89百万円

主要取引銀行 みずほ銀行、りそな銀行、三井住友信託銀行、三菱UFJ銀行

従業員数 3,281名（連結ベース）（2024年3月末現在）

大株主 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）／日本生命保険相互会社／
農林中央金庫／三井住友信託銀行株式会社／大同生命保険株式会社／
株式会社日本カストディ銀行（信託口）／三菱UFJ信託銀行株式会社／
有限会社藤精／三東株式会社／株式会社りそな銀行（2024年3月末現在）

（2024年6月末現在）役員

※監査等委員である
　取締役を除く。

取締役

監査等委員である
取締役

新　芝　宏　之

池　田　嘉　宏

取締役社長

取 締 役

今 村　　　薫

比 護 正 史

取 締 役

社外取締役

宇 治 原 　 潔

吉 田 慎 一

社外取締役

社外取締役

最新の情報は当社Webサイトをご覧ください。https://www.okasan.jp

報告

監査等委員会室

株主総会

監
査
等

監
督

監査等
会計
監査人

選任／解任

重
要
な
業
務
執
行
の
委
任

報
告
・
連
携

取
締
役
等
の
選
解
任
・
報
酬
額
等
の
審
議
・
提
案

監査等
委員会

選任／解任

取締役6名
（内、社外取締役3名）

取締役会

選任／解任

選任・解任議案
の決定、会計監
査相当性の判断

業務執行取締役

報
告

ガバナンス体制（2024年6月末現在）

業務執行の方針・計画の策定、 
経営の重要事項を審議

経営会議

プラットフォーム戦略推進を審議

証券アライアンスプロジェクト推進会議

IT・事務構造改革等を審議

構造改革プロジェクト推進会議

ＩＴ統制を審議

グループシステム統制会議

各部門・部署

グループ内部監査部

社長

ディスクロージャー委員会

指名・報酬委員会
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